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武 石 み ど り
　日本人の組織的なピアノ学習は、明治 12 年に海軍軍楽隊および式部寮雅楽課で始められた
とされている（塚原 1993  : 204-205, 249-250）。公の音楽教育機関としては明治 12 年 10 月に
音楽取調掛が設置され、ボストンの音楽教育家ルーサ ・ーホワイティング ･メーソンの来日（明
治 13 年３月）に合わせて、10 台のピアノと 20 冊のバイエル ･ ピアノ教本がアメリカから送
られたことが知られている。しかし、こうしたピアノ学習胎動期に導入されたピアノがどうい
うメーカーや型のピアノであったのか、すべて消失してしまったのかについては明らかでない。
音楽取調掛のピアノに関しては、唯一『東京芸術大学百年史 東京音楽学校編』に最初の 10 台
がチッカリング製であったと記述されている（東京芸術大学 1978  : 35）が、現存する音楽取
調掛関係資料をあたっても、その根拠となる文書を見出すことはできない。一方、メーソン来
日の直後に横浜で発行された英字新聞 Japan Weekly Mail（1880/3/6  : 303）の記事には、音楽取
調掛に 10 台のクナーベ製ピアノが準備されたと明記されているため、近年、最初の 10 台のピ








ンを推薦（安田 1993  : 15）してから、上述のように明治 12 年にピアノ学習の動きが各所で顕
在化するまで、実に７年以上の歳月を要している。しかし、ピアノの導入に関わる文書資料を
1 　明治期には、これよりも早く在留外国人や洋行帰りの日本人によって個人用のピアノが日本にもたらされ
















或ハ跳舞等演習ノトキ奏楽合調ノ用ニ供ス」と記されている（『教育雑誌』84  : 19）とおり、
附属幼稚園でも遊戯室にピアノが設置された（倉橋 ･ 新庄 1956  : 236  ; 竹村 1960  : 137）。主
任保母として採用されたドイツ人の松野クララ（中村 1993 : 201-233）は、フレーベルの保育
に通じ、ピアノが弾ける唯一の人物であった。しかし、ここですぐに西洋音階の唱歌が歌われ
たわけではない。保育唱歌の作成と指導は、式部寮雅楽部の伶人が担当した。開園から１年後


















リカから教師とピアノ ･ オルガンを送ることを決定していた（安田 1994 : 14-15 ; 安田 1997 : 
1-2）。しかし、ピアノ学習は、日本で実際に楽器を手にした者たちの間で、先行して実現された。
明治 11 年３月、海軍軍楽隊はベルギー公使館から競売に出たピアノ１台を 225 円で購入した
が、伝習の開始はアンナ ･ レールという指導者を得る明治 12 年５月まで先延ばしされた（塚
原 1993 : 204-205 ; 中村 1993 : 366-368）。一方、明治 11 年から女子師範学校附属幼稚園で保育
唱歌の指導を開始した伶人たちは、幸運にもピアノという楽器とそれを指導できる人物との出
会いを同時に得ることができたため、松野クララの下でピアノ学習を開始することができた。
　公には、伶人のピアノ伝習の要望書は明治 11 年 11 月 30 日に提出され、二度目の要望で明























属幼稚園に通わせていた（倉橋・新庄 1956 : 82, 85, 131）。このことが、三條実美のピアノ学習奨励に結び
ついた可能性も無いとは言えない。
－4－
端を発して 11 月 30 日に伶人のピアノ伝習許可を願う上申書が提出され、明治 12 年２月 13 日
には芝葛鎮が出物のピアノを稽古所用に 55 円で購入、３月 14 日に再提出された上申書を受け





を続けたことが跡付けられる（中村 1993 : 212-220）。
１．３　現存資料：女子師範学校附属幼稚園遊戯室の写真
　図版１は、女子師範学校附属幼稚園・遊戯室の写真（お茶の水女子大学附属図書館所蔵）で



























を２台追加注文したことがわかる。一方、チッカリング社の出荷記録には、明治 11 年 12 月
19 日に［文部卿］西郷従道に宛てて４台のスクエアピアノ（製造番号 53134、53240、53290、
53296）が出荷されたことが記されており、これが最初の注文の４台と考えられる。４台は、
いずれも明治 11 年製造の７オクターブ・湾曲脚のスクエアピアノであった 4。
4 　出荷記録では、いずれも仕様が Ｒ［＝ローズウッド］７［オクターブ］Front Cor Ro［＝前面角曲面仕上げ］ 
S.Mo［＝ single moulding ?］ CL ［＝ curved leg 湾曲脚］［Scale］51 となっている。なお、出荷記録を概観す







同じ年度（明治 11 年９月～明治 12 年８月）内にピアノが１台ずつ文部省から交付された（『文
部省第七年報』347, 353）。体操伝習所には明治 13 年３月１日に交付されている（交付台数は
２台であった可能性もある 5）。
明治十三年三月ヨリ体操教場ニ洋琴ヲ備へ体操演習ノ奏楽ニ合節シテ運動ノ調子ヲ






所蔵：Archives Center, National Museum of American History, Smithsonian Institution



























































賀田男爵伝記編纂会 1938 : 28）、メーソンの来日手配や残務整理ののち、９月 14 日に東京に
帰着した（『公文録』明治 12 年７月～９月発着之部）。この間にボルチモアのクナーベ社から

































となることを期待して、チッカリング社の納入額（１台 285 ドル）よりも安い１台 250 ドルと
いう価格を提示したのであろう。一方、記事の引用部分最後に記されている「３～４台のピア
ノ」については、どのメーカーのものであったのかも、また誰に送られたのかも不明である 8。
　８月８日に出荷されたピアノは、９月 13日にオシャニック号 9 でサンフランシスコを出港し、
横浜には 10 月３日に到着した（Japan Weekly Mail 1879/10/4 : 1334, 1337）。10 月 10 日付で、楽
器を東京大学法理文学部から文部省へ差し出し、楽器代金として東京大学が支出した金額は、
明治 12 年度から 14 年度にかけて補助金増額という形で返金するという内容の文書が発行され
ている（『文部省往復』明治 12 年 10 月 10 日；『重要書類彙集』明治 13 年３月 10 日）。音楽
7 　この綴りは、明治 13 年に出されたクナーベの製品目録 (Knabe 1880) に引用された際には Tanaka 
Fujimaro と正しく表記されており、クナーベ社が宛先を正しく把握していたことは間違いない。
8 　明治 12 年 11 月８日の Boston Herald Supplement の記事には、メーソンが日本に招聘された経緯が詳しく
紹介され、「メーソン氏はすでに、日本に 15 台のピアノと４台のオルガンを発送している。そして、メー
ソン氏の仕事によってそのような楽器の需要が起これば、日本という国は楽器の最大の海外市場になるだろ
う」と記されている。しかし、このピアノとオルガンの台数の根拠は定かでない。Boston Herald Supplement 
1879/11/8；手代木 1999 : 133.
9 　メーソンの個人用アップライトピアノに関して現存する文書（『往復書類　会計局の部』明治 13 ～ 14 年）
では、オシャニック号で運ばれたことが明記されている。
－10－
取調掛が設立された 10 月 23 日には、横浜の開通社から「先に引き取りを命じられた田中氏宛、
およびメーソン氏宛荷物を 14 日に引き取った」との知らせが文部省に到着した（『往復書類　
会計局の部』明治 13 ～ 14 年）。10 月 30 日付の文書には、楽器を文部省が受け取ること、ピ
アノ５台の予定が 10 台になった経緯と、ピアノ椅子１脚が目賀田種太郎の心付けで付された























































ここから、ピアノ 10 台と音楽書 78 冊が５月 25 日に音楽取調掛に回付され、ピアノは昌平館
で受け取るように 10 と指示された（東京芸術大学附属図書館所蔵『往復書類　会計局の部』
明治 13 ～ 14 年）。また同日、体操教育用のピアノ２台のうち１台は「東京大学予備門体操術
教用トシテ」東京大学法理文学部に交付された（『文部省往復』明治 13 年）。残りの１台は、
10　５月の段階でピアノが昌平館にあったとすると、メーソン到着（３月）の際に掲載された Japan Weekly 
Mail の記事内容（音楽取調掛の練習室 10 室にそれぞれ１台ずつ、計 10 台のクナーベ製ピアノが準備され
ている）は、実際に見て確認した情報とは考えがたい。メーソンのアップライトピアノも昌平館から音楽取
調掛へ運ばれたが、横浜から昌平館に運ばれた時期は定かでない。明治 13 年４月 19 日には昌平館に到着し














18 日であった（『往復書類　会計局の部』明治 13 ～ 14 年）。当時のピアノの輸送と設置には、
現代よりもはるかに多くの時間を費したのである。
　海路を運ばれたのち湿度の高い日本でこのように８ヶ月も箱詰めのままだったとするなら








トアリ然レトモ曾テ倦色ナシ（中村 1993 : 759）
実際に、14 年１月には、「東京外国語学校体操演習ピアノ不調ニ付」メーソンに調律を依頼し
たことが記録されている（『諸向往復書綴』明治 13 ～ 15 年）。メーソンはまた、上真行や辻則
承ら音楽取調掛の教師たちに調律法を指導し、帰国後は彼らがメーソンに代わって各学校のピ
アノの調律を引き受けた（『音監往復書類』明治 16 年）。
11　東京外国語学校には明治 14 年１月にピアノが存在したことが確認でき（後述）、明治 13 年中に配分され
たと推測される。他方、文部省直轄学校として体操教育が行われていた大坂英語学校（中学校）については、
地理的に遠隔であったためか、明治 13 年頃にピアノが交付された記録はない。確認できる最も古い記録は、




と考えられる。明治 22 年３月 29 日の段階でも、東京音楽学校所有の文部省交付のテーブル［スクエア］ピ






ことができたと報告している（宇都宮 2001 : 157-159）。
　また『図説日本文化史体系』には、遠藤宏の解説により別の練習室の写真（図版３）が掲載















高い。第一に、製造番号 19768 は、メーソンが音楽取調掛用の 10 台と一緒に日本に送った自
分用のアップライト・ピアノ（東京芸術大学附属美術館に現存）の製造番号 19750 と非常に近い。
体操教育用にチッカリング社から４台が送られた際、その製造番号は 53134、53240、53290、





















の後 22 年間岸辺研究室に保管されたのち、昭和 46 年に東京大学から東京芸術大学に移管（岸
辺 1972）され、平成 14 年までそのままの状態で留め置かれ（図版８）、平成 19 年に日本ピア
ノ調律師協会の手で演奏可能な状態へと復元・修復された。










　いずれにしても、明治 12 年のボストンの出荷記録から昭和 24 年の東京大学教養学部に至る
図版８：チッカリング製ピアノ＃ 53749（修復前）
－17－





科教室、東京師範学校、東京大学等に分与された」という記憶・伝聞である（岸辺 1972；遠藤 1948 : 101；



















音楽展覧会に、「渡来当初のスクェアー、ピアノ」（三越 1930 : 101）として出展された（『向陵誌』1937 : 
1148-1149）。この楽器については「明治２年特許独逸製」（三浦 1931 : 101）あるいは「明治２年輸入」（日
本教育音楽協会 1934 : 75-76）と説明されており、チッカリング #53749 とは別のピアノを指しているも
のと推測される。同じピアノは、昭和 15 年には、田辺尚雄が提唱した音楽博物館に寄付する話が起こっ
たが、実現しなかった。（『向陵誌』1984 : 1373-1374）尚、三越 1930 と『向陵誌』の記述については津
上智実氏からご教示をいただいた。心より感謝申し上げる。






入、第二段階は明治 11 年から 13 年にいたる体操教育分野での導入、そして第三段階が第二段
階の後半と重なる時期、明治 12 年から 13 年にかけての音楽教育分野での導入である。すなわ
ち、音楽取調掛におけるピアノの設置は、出発点としてではなく第三段階として位置づけられ
ることになる。
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